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論 文 内 容 要 旨

1.研 究 目的 ・方 法

日本各地 の沿岸域で行われてい る小型 の底延縄漁業 には,各 地方に よって,

また 目的 とす る魚種 によって多種多様 な漁具 ・漁法がみ られ る。 それ らの底 延

縄漁業の一般的 な特徴 として,操 業 に際して漁場の水深や海底地形の制約 を受

けることが少な く,ま た,資 源に与 える影響 力も網 漁具 に比 べれば小 さい こと

があげ られ る。 しかし,現 在の ところ,沿 岸 の底延縄漁業 は漁 具に対す る魚群

の行動 についての知識 をも とに した合理的 な操業方法 として普遍化 され てい る

とは言い難 く,釣 獲 の機構に関す る体系的 な研究 も十分 にはな され てい ない。

本研 究においては,沿 岸の小型 底延縄 漁業 の釣獲機構 を明 らかに し,操 業 の

合理化に役立て ることを目的 として,相 模湾 北西部海域(第1図)を 漁場 とし

て1.977年 か ら1982年 にかけて操業実験 を行 った。実験 に使用 した3種

類 の底延縄漁具 の構 成を第2図 に示す。 この うち,枝 縄が底 立縄 の形状 をした

玉縄 と呼ばれ る底延縄漁具 を主 として用 い,漁 具 の浸漬時間や操業時刻につい

ての条件 を変 えて操業 を行 った。 また,玉 縄 とは構造の異 なる着底延縄 と離底

延縄 を使用 し,3種 類 の漁具の構造及 び操業 方法 と漁獲 との関係 にっいて比較

検討 した。第1表 に漁具別 の釣 獲尾数 と釣獲組成 を示す。

これ らの操業実験 の結果 をもとに,主 な釣獲魚種であるオォ メハ タ,ユ メヵ

サ ゴ,エ ゾイ ソアイナ メな どの生態 あ るい は漁具に対す る行動 を推察 し,以 下

の6項 目を中心に沿岸底延縄漁業 の釣獲 の機構 について考察 した。

1.漁 具 の浸漬時聞の影響

2.操 業時刻 の影響

a釣 獲の 日周変化

4釣 獲 の垂直分布

5.釣 獲 の水平分布

6.魚 種間の釣獲競合
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H.研 究 結 果

1.漁 具 の浸漬時 間の影 響

漁具 の浸漬時間が漁獲に及ぼ す影響 を明 らかにす るため,1977～1978

年 の玉縄 の操業実験の結果 をと りまとめた。実験 の方法 としてジ 日出前 に投縄

を行 い,そ の後揚縄 を開始す るまでの時間 を通常 の操業 以上 に長 くと り,あ る

いは,同 一 日に同漁場で浸漬時間 を変 えた2回 の操業 を平行 して実施 し,各 操

業 の漁具 の浸漬時間に対する釣獲率 の関係 を求めて第3図 に示 した。 その結果,

日出前後 の時間帯 に漁具 を2時 間程度浸漬 させた操業 条件 で,目 的 としてい る

魚種 の釣獲 は最 も多 かった。 これに対 して,浸 漬時間 を長 く伸 ばして操業が 日

中にまで及ぶ場 合は,市 場価値 のない魚種や漁具損耗 の原因 となる魚種の釣獲

される割合 が高か った。 また,浸 漬時間が長 くなるにつれて,漁 具の被害 や食

害 を受 けた ものな どの漁獲量 を減 少 させる要 因が増加 し(第4図),そ れに対

応 して第3図 に示 した よ うに釣獲率 そのものは低下の傾 向 となる。 しか し,浸

漬時間 を更に長 くとって操業 が夕刻 にまで及ぶ条件では釣獲率は増 加の傾 向に

転じてい る。 これは,投 縄後 の浸漬時間の初期の段階 で既 に釣獲 されていたも

のが釣針 か らの脱 落な どによ り漁獲無効にな った としても,そ の後 揚縄 を行 う

まで の過程において,特 に夕まずめ とい われる時間帯 で新 たに釣獲が増加 した

もの と推定 され る。 この ことよ り,単 に浸漬時間の影響 だけではな く,1日 の

中での操業時刻 が漁獲に及ぼす影響 についても考慮す る必要 が認 め られた。
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2.操 業 時刻の影 響,

玉 縄の操業時刻 と漁獲の関係 について,各 操業 の単位浸漬時間当 り釣獲率 を

日出前後 と日中の時間帯 とで比較 した(第5図)。 その結果,日 出前後 では高

い値 が得 られた のに対 レて,日 中におい ては釣獲がほ とん どないか,あ るいは

浸漬 時間 を長 くした ために一旦 は釣獲 された ものが釣針 か らの脱落,逃 避 また

は食 害 を受 けることな どに よ り漁獲無効 とな ってい ることが考 えられ る。
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3.釣 獲 の 日周 変 化

1979年 か ら1981年 に か けて,1日 の中 で操 業 時 刻 を変 えて玉 縄 の操

業 実 験 を行 い ・ 釣 獲 組 成及 び釣 獲 率 の 日周変 化 を調 べた 。 そ の結 果,釣 獲 され

た魚 種 全 体 の 釣 獲 率 は 日出及 び 日没 時 に 高 く,昼 間 と夜 間 は そ れ に比 べ て低 か

った(第6図)・ しか し・操 業 時 刻 に よ って 漁 獲物 の組 成 は異 な り,主 な 魚種

に つい て それ ぞ れ 釣 獲率 の 日周変 化 を調 べ,第7図 に示 し た。 これ よ り,オ オ

メハ タは 日出 ・日没 時 に釣 獲 率 は高 くゼ ム ツ ・ユ メ カサ ゴで は昼 間 か ら夕刻 に

か け て,ま た シ マ ガ ツオ は昼 間 に釣 獲率 が 高 か った。 一 方,エ ゾイ ソァィナ メ・

ク ロ シ ピ カマ ス ・マ ア ナ ゴで は昼 間 の 釣獲i率 は低 く,夕 刻 か ら明 け方 に かけ て

の夜 間 を中心 に 高 い 釣 獲率 が得 られ た。 これ らの知 見 をも とに,各 魚 種 にっ い

て釣 獲 率 と索 餌行 動 の 日周性 に関 し て考察 を行 った。
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4,釣 獲の垂直 分布

玉縄 の構造上 の特徴 を利用 して・各枝縄にそな えた5本 の釣針の海底 か らの

位置 と漁獲iとの関係 を調べた。全 漁獲物 について の結果 を第8図 た示 したが,

海底 に近い ところに位置 す る釣針ほ ど釣獲尾数は多 く・海底 か ら離 れた上方 で

は少 な くなる・ この釣獲の垂直分布 を各魚種別に調べ ると・海底に近 い側 で多

く釣獲 される魚種 と,海 底か らやや離 れた層 に釣獲の中心 が くる魚種 の2つ の

グルー プに分類す る ことがで きた。 第9図 よ り,ユ メカサ ゴは海底 に近 い側 で

釣獲 が多 く,海 底 か ら離 れるにつれて釣獲尾数 は少 な くなる。 また,エ ゾイ ソ

ァィ ナメ ・ギ ンメダイ ・マアナ ゴでは海底 に最 も近い釣 針で6～7割 が釣獲 さ

れ,上 方 の釣針 では釣獲尾数は極 めて少 ない。 これ らの魚種 に対 して,オ オ メ

ハタ ・シマ ガツオ ・クロシ ビカマス ・ムツ ・ア カムツな どでは海底か らやや離

れた層 に釣 獲垂直分布 の中心があ り,海 底側及び幹縄側では少 な くな っていた。

このよ うな特性 につい て,主 な漁 獲物 であるオオメハ タ ・コ・メカサ ゴ ・エ ゾイ

ソアイナ メの3魚 種 を とり上 げ,釣 獲垂直分布 の操業 時刻 による変化 を調べた

が,分 布 の中心 や集中 の度合は1日 の中でも変化す る傾 向がみ られた。
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第8図 釣針番号別の釣獲尾数
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5.釣 獲 の 水 平 分布

延縄 漁 具 の よ うに 枝 縄 を多数 連 結 し た構造 の 漁 具 で は,操 業 の結 果 得 られ た

各 枝 縄毎 の 釣 獲 記録 か ら,一 連 の漁 具 内 にお け る 釣獲 の 水 平 分 布 を調 べ る こ と

が で き る。 こ こで1本 の釣 針 に漁 獲 の あ る確 率Pを 考 え,こ れ を一 連 の漁 具 内

で一 定 とす る。 こ の と き枝 縄 を単位 漁 具 とみ なせ ば,玉 縄 で は1本 の枝 縄 に5

本 の釣 針 をそ な え てい るの で,単 位 漁 具 当 り有 漁 率Pcは

Pc=1一(1-p)5

と表 す こ とが で き る。

この実 測 値 とし て,玉 縄 の一 連 の 漁 具 内 に お け る1尾 以上 の釣 獲iがあ っ た枝

縄 の 出現 率P(有 漁 枝 縄 出現率)の 値 を主 要 魚 種 に つい て求 め,197g～19

81年 の操 業 資 料 をも とに釣 獲i率pと の関 係 を第10図 に示 し た。'図中 の 曲線

は理 論 値Pcを 表 し,PとPcの 関 係 か ら枝 縄 間 の釣 獲 分 布 の均 一 性 あるい は集

中性 に つい て検 討 し た。 そ の結 果,オ オ メハ タ の釣 獲 の水平 分 布 に つ い ては,

釣 獲率pが す べ て の釣 針 で一定 で あ る と考 えた場 合 に実 測値Pが ほぼ 適 合 し て

い た。 これ に対 して,エ ゾイ ソアイ ナ メ ・ギ ン メ ダイ で は枝 縄 間 で釣 獲 の均 一

性 が高 く,ま た,ユ メ カサ ゴ ・シ マ ガ ツオ ・クロ シ ビ カマ スで はや や集 中性 が

高 い と考 え られ た。
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6.魚 種間の釣獲競合

・玉縄漁具 の操業結果 との比較 を目的 として・一般的 な構造 の底延縄漁具(着

底延縄)と,幹 縄 を海底か ら離 して敷設す る構成の漁 具(離 底延縄)を 用いた

操業 を行 った。 その結果 をもとに・玉縄 ・着底延縄 ・離底延縄 の3種 類 の漁具

の構造及び操業 方法 と関連づ けて釣獲組成 を比較 し・それぞれ の漁具の釣獲特

性 を検討 した。 また,魚 種 別の釣獲率 を各漁具毎 に求 め・ユ メカサ ゴ ・オオ メ

ハタ ・エ ゾイ ソアイナ メな どの主要魚 種の釣獲垂直分布 を調べ た。 更に,釣 獲

の日周変化 に関す る知見 とも併 せ,釣 獲位置 と釣獲時刻 の魚種間 の類似性 を求

めて第2・3表 に それぞれ示 し,釣 獲機構 における魚種間競合 の可能性 につい

て検討 を試みた。それに よれば,オ オ メハ タとユ メカサ ゴでは釣獲の垂直分布

にっいても,ま た釣獲時刻 について も類似 した傾 向にあ り,釣 針 の占有に対 し

て両魚種間で競 合の可能性 が高い と考 え られた。 一方,ユ メカサ ゴとエ ゾイ ソ

アイナ メの関係では,釣 獲 の垂直的位置 としてはやや類似性が認 め られるもの

の,釣 獲時刻 については類似性 が低い こ とか ら競合 は少 ない とい えよう。 また,

オナ メハ タ とエ ゾイ ソアイナ メでは釣獲位置 ・釣獲時刻 とも類似性は低 く,競

合の可能性 は ほ とん どない と考 え られ た。

第2表 玉縄主要3魚 種について針順別釣獲率とその類似性

オ オ メ ハ タ エ ゾイ ソアイ ナ メ ユ メカ サ ゴ

1 2.8Ri 0.3% 2.2%

z 6.5 0.1 2.9

3 12.0 1.1 a.i

4 11.9 2.0 4.9

5 5.5 9.7 6.3

類似度指数

オ オ メ ハ ター エ ゾイ ソア イ ナ メ

ユ メカ サ ゴー エ ゾイ ソア イ ナ メ

オ オ メハ タ ー ユ メ カサ ゴ

0.48

0.79

1.09

第3表 玉縄主要3魚 種について操業時刻別釣獲率とその類似牲

オ オ メ ハ タ エ ゾイ ソア イ ナ メ ユ メ カサ ゴ

朝

昼

夕

夜

9.3%

4.6

13.9

0.2

2.3%

0.9

2.0

7.2

7,296

3.1

z.z

o.i

類似度指数

ナ 才 メハ タ ー 二・ゾイ ソ アイ ナ メ

ユ メ カサ ゴー エ ゾイ 艶ア イ ナ メ

ナ オ メハ タ ー コ・メ カサ ゴ

0.44

0.44

0,87
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皿.考 察

沿岸 の底延縄漁業 におけ る釣獲 の機構 について,上 記 の6つ の研究項 目を中

心 にそれぞれの結果 をま とめてきた。そ の結果,目 的 とす る底棲性 の魚種 の生

態,あ るい は漁具に対す る行動 と,底 延縄漁具の構造 や操業方法 との関係 にっ

いて基礎的 な知見が得 られた。今後,こ れ らを更に普遍化 し,沿 岸底 延縄 漁業

の操業 の合理化に役立て ることが必要 である。すなわ ち,魚 種毎 の釣 獲特性 を

漁法学的 な観点 か ら十分に検 討し,漁 具の構造や操業 時刻 ・操業水深 とい った

幾 っかの条件 を組 み合 わせ ることに よって,特 定 の魚種 だけを選択的 に漁獲 す

ることが可能 とな る。 これか らの沿岸漁業 の中で底 延縄漁業の在 り方 を考 える

とき,限 られた資源 を有効 に且つ永続的 に利用 してい くことが重要 である。 そ

のためには,目 的 とす る魚種の持ついろいろな特性 に適合 した漁具 ・漁法 を決

定 し,同 時 に,資 源 管 理の立場 か ら選択性 の高い底延縄漁業 を確 立 してい く

ことが必要 となろ う。

また,本 研究 で主 に操業 に用いた玉縄 の よ うな構造 の底延縄漁具は海 底起伏

の大 きな漁場 で も操業 が可能で あ り,漁 場条件 の制約 を受け ることが少 ない。

そのた め,こ れ まで底曳網や底刺網の操業 がで きないために未利用 であった漁

場,特 に 日本 周辺 の大陸斜面 のよ うな深 海漁場 の資源 を開発す るに際 して,最

適 な漁具 として今後 の発展が期待 され,沿 岸域 にお ける底延縄漁業 についての

研究 成果 を有効 に応用 してい くこ とが可能 と考 えられる。
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審 査 結 果 の 要 旨

本研究は沿岸底延縄漁業の釣獲機構を解明し,操 業の合理化のための基本的知見を得ることを

目指 したものである。従来マグロ延縄漁業などの大規模漁業については,資 料も多 く得 られ研究

も進んでいるが,こ のような沿岸の小規模漁業については,研 究がほとんど無いに等 しい状態で

あった。他方,こ の底延縄漁業は底びき網漁業では利用できない大陸斜面の底生魚資源を対象と

しており,漁 獲能率がよいため資源を乱獲に導 く危険性も大きく,資 源の合理的な利用の点から

も,釣 獲機構の解明が待たれていた。漁獲試験は苦労の多い もので,使 用する船,試 験に参加す

る人の都合,天 候などのいろいろな条件が合致 しないと行えない。それを1977年 から1982

年にかけての5年 間に数多く行 った努力は,高 く評価される。これによって,こ の漁業の釣獲機

構がかなり解明された。

漁具の浸漬時間との関係では,浸 漬時間が長 くなるにつれて,釣 獲率ははじめのうちは急激に

低下するが,そ の後反転 して上昇す ることが明 らかにされた。操業時刻との関係では,単 位浸漬

時間当りの漁獲率は,日 出前後では高いが日中はほとんどゼ ロであることがわかった。釣獲組成

および釣獲率の日周変化については全体としては日出および日没時に高 く,昼 間と夜間に低いが,

魚種別にみると大きく異なることが明らかにされ,こ の知見をもとに各魚種について釣獲率と索

餌行動の日周性に関 して考察が行われた。

釣獲の垂直分布については,全 体とレて海底に近い釣針ほど釣獲尾数が多いが,こ れ も魚種に

よって大きく異なり,ま た同じ魚種で も時刻によって変化する。釣獲の水平分布については,魚

種別に均一性と集中性が検討された。さらに魚種間の釣獲競合の問題が吟味された。

以上のように,沿 岸底延縄漁業の釣獲機構について基礎的な知見が得 られた。

今後これに基づいて,特 定魚種の選択的な漁獲を行 うことが可能となり,限 られた大陸斜面の

漁業資源を有効に利用する道が展けたといえよう。

以上の審査結果から,農 学博士の学位を授与するのに十分な業績であると判断す ることができ

る。
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